
 

４期目も頑張ります  

◎選挙では大変お世話になりました 

昨年９月に行われた塩竈市議会議員選挙では

大変お世話になりました。皆様のお陰をもちまし

て当選を果たし、４期目をつとめる機会をいただき

ましたこと、深く感謝申し上げます。 

今後も、初心を忘れず一生懸命頑張りますの

で、ご支援の程宜しくお願い致します。 

 

◎今後も変わりなく 

私の議会活動を皆様に知っていただくため、

『かまた礼二の議会だより』の発行、そしてＳＮＳ

（ホームページ・ブログ・フェイスブック・等）で活動

を発信し、それを基に皆様から頂いたご意見やご

要望を市当局へ一般質問を通して要望して参り

ます。 
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また、当選以来毎年開催を続けてきました「議

会報告会」も、今年で１４回目となりました。今後も

毎年欠かさず開催して参ります。 

今後も、市民の目線で皆様のご期待に沿うよう

誠心誠意頑張りますので、更なるご支援よろしく

お願い致します。 

 

オール塩竈の会に合流しました  

昨年４月に『令和クラブ』を設立しましたが、９月

の改選後、多くの仲間と共に活動することを目指

し『オール塩竈の会』に合流致しました。 

私の政治活動の方向に変化はありません。６人

の仲間で力を合せて取り組んで参りますのでご声

援をお願い致します。 

 

新型コロナウイルスに関する要望書提出  

 塩竈市では、新型コロナウイルス感染症とその

影響に対し、様々な対策を講じて頂いている状況

ではありますが、より一層市民の生命と健康、生

活を守るために、自由民主党議員団として協議

の結果、佐藤光樹市長へ次の事項を要望致しま

した。 

かまた礼二の議会報告会を開催しました  

昨年１１月１７日に、例年通り少林寺拳法塩竈

道院の道場におきまして、第１３回『かまた礼二の

議会報告会』を開催しました。選挙の結果や今後

の活動予定等を報告させていただき、その後集ま

って頂いた皆さんと楽しい時間を過ごすことが出

来ました。ご参加下さいました皆さん、ありがとうご

ざいました。 

今年もコロナ禍の中ではありますが、１１月１５

日、検温と手の消毒、そして三密を避け開催致し

ます。来年、第１８号「かまた礼二の議会だより」で

報告致します。 

 

鎌田礼二のここ１年間の活動（一般質問）  

昨年の改選後、４回一般質問（施政方針に対

する質問も含む）を行っております。議員当選後

通算で４３回となりました。 

  新型コロナウイルスに関しての要望書 

1 支援金給付事業を確実に遂行すること 

2 医療体制・妊婦及び子育て支援を継続すること 

3 
新型コロナウイルス感染症収束まで教育・学生

支援を継続すること 

4 きめ細かな相談窓口の体制強化を図ること 

5 
コロナ禍を踏まえた防災・減災対策の強化・見

直しを図ること 

6 
コロナ禍対策と共に定住人口の増加策事業の充

実を図ること 

7 
コロナ禍対策として高齢者の健康推進策を図る

こと 

8 
浦戸諸島におけるコロナ禍後の経済振興を図る

こと 

 



名称は「一般質問」ですが、内容は質問を基に

より良い塩竈を目指し、提案型の質問に徹してい

ます。私の主張は以下のとおりです。 

◎２０１９年１０月での質問 

改選後始めての議会で、新市長の「施政方針」

に対する質問でした。 

今、私が大きな問題として捉えているのが、「市

民人口減少」と「市立病院の行方」です。市立病

院への繰出しを無くし、数々の人口増加策を打ち

出して、市民人口減少をくい止め増加に転ずるこ

とが何より大事なことではないでしょうか。これを実

現せずには、塩竈市の明るい未来は無いと考え

ます。 

この大事な時期に市長になられた佐藤光樹新

市長が、塩竈市の未来の鍵を握っていると思って

おります。 

私は、ここ数年、市民人口増加策として一般質

問等で、以下の点について提案を続けています。 

①子育て支援、②教育レベルの向上、③働き

場所の確保及び産業の再生、④転入者への特

典、⑤安全安心な塩竈(特に防犯カメラ・防犯灯

の LED化)、⑥魅力あるまちづくりです。 

それぞれの項目毎、他市町に負けない飛び抜

けた施策を打ち出すことで、市民人口の減少をく

い止め、増加に転ずることが出来るのではないで

しょうか。 

◎２０１９年１２月での質問 

皆さん２０２５年問題について、お解りのことと思

いますが、第一次ベビーブームの団塊の世代が

６５才以上となり、高齢化率が上昇して高齢社会

の到来です。認知症の人の増加や空家の増加、

そして医療費の増加等のほか、社会保障費等か

なりの増加が予想されています。 

塩竈市においても、人口減少や福祉関係に係

る費用負担の増加が懸念され、このまま行けば市

の財政は危機的状況になるのではと心配します。 

塩竈市にとっても、人口減少による市税等の減

収、そして、高齢化による福祉や介護等の福祉関

係費用の増大が見込まれます。 

塩竈市としては、まず、２０２５年問題を乗越え

なければ、市の存続が危ぶまれます。何としても

生き抜かなければなりません。そのためには、前

定例議会でも述べましたが、大きな問題として捉

えているのが、「市民人口減少」と「市立病院の行

方」です。市立病院への繰出しを無くし、数々の

人口増加策を打ち出して、市民人口減少をくい

止め、増加に転ずることが何より大事なことではな

いでしょうか。これを実現せずには、塩竈市の明

るい未来は無いのではないでしょうか。 

◎２０２０年２月での質問 

佐藤光樹市長の施政方針に対する質問を行

いました。令和２年度の予算と一緒に出されたも

のであり、項目が多いので主な主張のみを掲載し

ます。 

①「老朽化する公共施設等への対策」について

⇒ 人口が減る、だから統廃合といった考え方

ではなく、市民人口を増やす、そして、施設の

充実を図るといった方向にもって行くべきでは

ないでしょうか。 

②「塩竈アフタースクール事業」について ⇒ な



かなかいい事業だとは思うが、貧しい家庭の子

は学習塾には行けない。負の連鎖を断ち切る

ために、放課後児童クラブで学業も教える体制

をつくり、充実を図ってはどうか。 

③「防犯対策」について ⇒ 町内会経費の１/３が、

防犯灯関係に使われており、町内会活動を阻

害しているのではないか。 

防犯灯の効率的な再配置も含め、残り分は、

市費で一気に進めるべきである。 

④防犯カメラについて ⇒ 過去何度も防犯カメラ

について要望し、設置が始まっているが、まだ

まだ少ない。各町内会に助成して、防犯カメラ

の監視エリアを広範囲にすべきである。 

⑤「空家対策」について ⇒ 私が言い続けてきた、

トイレの水洗化や台所水回りなどへの助成、あ

りがとうございます。将来的にはもう少しのアッ

プをお願いする。 

⑥私道整備助成について ⇒ 私が言い続けてき

た補助率アップですが、上げていただきありが

とうございます。しかし、将来的には、もう少し助

成率のアップをお願いしたい。 

◎２０２０年９月での質問 

コロナ禍による影響を中心に質問を行いました。

「新型コロナウイルス感染症」に対する対策は大

切ですが、ここでは市立病院についてのみを掲

載します。 

市立病院の方向性について論議すべき時期

がきている。現在の市立病院改革審議会は、病

院内部だけのことであり、これ以上の改革は望め

ない。今後は、改革のみならず、廃止・売却・建

替等も含めた幅広い議論が必要であり、病院事

業管理者や市長でも、今後の方向性を判断する

のは困難ではないかと考える。 

病院の状況と本市の行財政状況等については、

第三者機関を設置して、総合的に分析を行い、

その答申を参考に今後の方向性を議論して行く

べきである。 

 

コロナ禍で運動不足ではありませんか？  

３才児から高齢者まで もちろん女性も 

マイペースで無理なく楽しみましょう 

・会 場 少林寺拳法塩竈道院 専有道場 

（市内梅の宮：長沢郵便局向） 

・稽古日 毎週火・木曜日 午後 ６：３０～９：００ 

（年少者は８：００まで） 

     土曜日 午後 １：３０～４：００ 

（年少者は３：００まで） 

・連絡先 ＴＥＬ ０９０－８９２１－３７８３（鎌田まで） 

少林寺拳法塩竈道院  検索 


